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報道資料 

 
「奈良県産優良スギ材を用いた３種類の弦楽器 

（バイオリン､ビオラ､チェロ）が完成」 
＝スギ弦楽器四重奏による県産材ＰＲ効果に期待＝ 

 

 森林技術センターでは、県産材の需要拡大を目指し、平成２９年１月にスギバイオリンを、

また、平成３０年３月には２挺目を完成させました。 

 それに続きまして、このたび、奈良県産優良スギ材を用いた３種類の弦楽器（バイオリン

１挺､ビオラ１挺､チェロ１挺）が完成しました。 

各弦楽器の表板、力木、魂柱には、川上村産の樹齢２５０年以上のスギを使用しています。 

 音響試験により、音の放射特性（音の拡がり方）を測定したところ、通常のスプルースを

用いた弦楽器と同様であることが確認されました。 

５月２５日に橿原文化会館で開催されるムジークフェスト ガラ・コンサートでは、今回完

成した３種類の弦楽器が初めて舞台に立ち、既存のスギバイオリンと一緒にスギ弦楽器四重

奏を披露します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

森林技術センター 木材利用課：酒井･岩本 

電話 0744-52-2380  FAX 0744-52-4400 

農林部林業振興課 総務企画係：山下･迫田 

電話 0742-27-7471  FAX 0742-24-5004 
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